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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 レオン・クーデラック 

チェコ出身で、現在は、タイに住んでいるギタリストです。タイで、ギターフェスティバルを企画し、普及

に努められているそうで、その努力話からインタビュー記事は始まり、ギターを弾き始めた切っ掛け、ラゴ

スニックやブリームに師事した話につながっていきます。 

◼ ノーミスで弾いたからといって音楽になるはずはない。たくさんミスをしても良い演奏はある。ブリー

ムもコンサートでよくミスしていた。それは、彼が音楽をしたかったからだ。ブリームの場合は、コン

サートで 80％がよくなくても、残りの 20％で本当に心に残る演奏会にすることができる。 

◼ 好きな作曲家は？：ヴィラ＝ロボスだね。「12 の練習曲」「5 つの前奏曲」「協奏曲」どれも素晴らしい。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 坪内真理子】  

留学先のマドリード音楽院での話がインタヴューの中心です。 

◼ ガブリエル・エスタレジャス先生に習いました。ギターの構えから直されて、脱力して弾けるように

なるまでの 3か月は、完全に曲は禁止でした。 

◼ 10回弾いて弾けないところは、必ず弾けない理由があるから、自分で考えろといわれました。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：広瀬恵子】 

北海道で活躍するピアニスト兼ギタリストです。ギタリストの時は「広瀬恵子」、ピアニストの時は「渡辺恵

子」でやっているそうです。腱鞘炎で何度も手を壊しながら演奏活動をやられているそうで・・・・。生徒

のレッスンが終わってから、自分の練習ということで、21 時から夜中の 2時ごろまで・・・・ 

◼ ピアノとギターの真逆なところは、ギターは消音に気を配って弾く楽器ですが、ピアノはペダルを踏ん

で響きを増やしていく楽器です。また、ピアノの教材は豊富ですが、ギターの教材は不足しています。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「新連載 ソナタとアランフェス協奏曲の間で：前川仁之」：新たなデ・ラ・マーサに関連する連載記

事です。これも後ほどまとめて紹介したいと思います。 

◼ 「新マエストロ養成講座：長谷川郁夫」：第 23 回は、コストの「子守歌」です。 

◼ 「21 世紀のギター教本＃２：佐藤弘和」：今回は、これまで 1～36のレッスンの総括です。 
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◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：今回は、日本の童謡「七つの子」です。 

◼ 「ソロギターのためのシンプル・アレンジ講座：竹内永和」：今回は、代理コード等の解説です。サン

プル曲は、ナット・キン・コールの「ラブレター」が掲載されています 

◼ 冒頭インタビューの伊藤福雄氏による「最短上達・脱力法講座」は、視覚という感覚の話です。 

 

また、Guitar dreamには、楽譜と模範演奏 CDがついている。今回は、下の楽曲が掲載されている。 

 

 

あと、最終号の 39 号まで残り 3 冊になりました。さすがに、内容がインタビュー記事中心で、薄くなってきた

ような。また、おまけの CD に録音されている曲も、半分ぐらいのなってきています・・・・・・・・ 


